動的にIPアドレスを割り当てるモバイルIPプロトコルに関する研究 by 原 正寛
  
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
 
大学院 電気通信学研究科  博士前期課程    情報ネットワーク学専攻 
 
氏     名 
原 正寛 
 
学籍番号     0251025 
 




 要  旨 
 
近年、携帯電話などを用いた大規模なモバイルインターネットが急速に発展し
てきており、その基本プロトコルとしてMobile IPプロトコルが採用されつつあ
る。Mobile IP とはインターネット上でホストの移動性をサポートするプロトコ
ルで、ネットワークを移動してもセッションを継続したままの通信が可能となる。
実際のモバイルインターネットでは、MNを収容する機能はFAにより実現され、HA
はバックボーンの中でMNの移動管理のみを行う構成になっている。このためMNは、
通常いずれかのFAに所属することとなり、MNあての通信トラヒックは常にHAによ
り移動先のFAにフォワーディングされることになる。また、ユーザ管理を容易に
するためにHAを広く分散させないと考えられるため、HAの台数はFAや加入するMN
の数に比べると少ないと想定される。したがって、大規模モバイルインターネッ
トにおいては、HAが行うフォワーディング処理のオーバヘッドが大きな課題にな
ると考えられる。 
本研究では、このようなネットワークにおいて、HAによるIPカプセル化・フォ
ワーディングの処理オーバヘッドを低減することを目的として、発呼に対しては
移動先のネットワークのFAからIPアドレスを入手し、そのFAをホームとして通信
を行うという方法を提案する。具体的には、移動先のネットワークにはFAのみが
存在すると想定し、MNの発呼に対しては、FAがIPアドレスを動的に割り当て、さ
らにそのFAが移動した場合にHAとして動作させるという方法を用いる。MNが移動
先のネットワークで移動せずに通信する限り、他のモバイルエージェントのフォ
ワーディング処理なしに、通信が可能となりHAの負荷の低減が可能となる。また
FAとMNの間で認証を行うために、FAがMNを認証するための秘密鍵を前もって有す
ることなしで、MNのホームエージェントから一時的な秘密鍵を入手する手順を実
現している。 
さらに、大規模なモバイルインターネットを想定した評価を行い、提案方式が
従来方式に比べて、HAのフォワーディング処理を減らすことができることを確認
した。また、HFAがMNに割り当てるべきIPアドレスの個数を評価し、現実的に実現
できる範囲であることも示した。 
最後にCMUのMonarchプロジェクトで開発されたMobile IPソフトウェアの解析
を行い、その実装をベースに提案プロトコルを実現するソフトウェアの設計を行
った。 
 
